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 高森湧水トンネ

ル 

上色見熊野座神

社 

南阿蘇鉄道 

（観光客） 

木郷滝自然つり 

センター 

奥阿蘇物産館 

2015 124,215 - 43,542 22,584 - 

2016 67,479 - 14,567 14,592 - 

2017 77,509 - 28,315 20,155 - 

2018 99,271 54,100 35,894 32,178 - 

2019 95,918 54,400 50,441 12,313 26,848 

2020 6,655 31,575 27,167 10,214 6,655 

2021 67,300 80,842 43,739 30,676 21,828 

2022 104,877 101,700 68,246 34,147 22,907 

2023 116,654 133,000 116,522 32,384 26,407 

2024 100,134 96,000 96,150 23,710 20,924 
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第１章 総則（第１条―第７条） 

第２章 基本的施策 

第１節 競争力の高い選ばれる観光地の形成（第８条―第１０条） 

第２節 観光事業の競争力の強化と人材の育成（第１１条―第１３条） 

第３節 観光旅行の促進のための環境の整備（第１４条―第１８条） 

第３章 高森町観光立町推進会議（第１９条―第２３条） 

第４章 雑則（第２４条） 

附則 

私たちが住む高森町は、世界最大級のカルデラ地形と阿蘇五岳の一つである根子岳が形成する雄大な自

然景観をはじめ、巨木や神社などのパワースポット、高森田楽や醸造文化など、景観、歴史、食に関する多

くの観光資源に恵まれている。過疎化、高齢化が急速に進む本町において、観光は、若者が安心して暮らす

ことができる雇用を確保し、町内外の交流拡大等による地域を活性化させる役割が期待されている。 

一方、観光旅行者の需要の高度化、観光旅行の形態の多様化や観光地間での競争の激化など、本町にお

ける観光を取り巻く現状は厳しく、町内への観光旅行者数は伸び悩んでいる。 

このような状況を打開するためには、本町の恵まれた観光資源を活用した施策を「選択と集中」により

効果的に実施するとともに、観光業、商業、農林業などの業種を超えて町民が一体となって観光振興に取り

組む必要がある。 

また、こうした取組みは、本町の観光地としての価値をより一層高めるだけではなく、私たち一人ひと

りが、自らが住む町の優れた資源を再認識することにつながり、地域への誇りと愛着を一層向上させるもの

と確信する。 

私たちは、一人ひとりが力を合わせて、子どもたちが住み続けることができる、豊かで活力ある高森町

を実現しなければならない。 

ここに、その使命を強く自覚し、観光立町の実現に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、こ

の条例を制定する。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、観光立町の実現に関する施策に関し、基本理念を定め、並びに町の責務及び町民の

役割等を明らかにするとともに、観光立町の実現に関する施策の基本となる事項を定めることに

より、観光立町に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、子どもたちが住み続けることができ

る豊かで活力ある高森町の実現に寄与することを目的とする。 

（基本理念） 

第２条 観光立町の実現に関する施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。 

(1) 観光旅行者に選ばれるまちづくりのため、観光立町の実現に効果的な施策を選択し、資源を集中

的に投入すること。 

(2) 観光資源の多くが大自然の恩恵によるものであることにかんがみ、資源の保全などの取組みと併

せて、観光立町が持続可能なものとなるよう配慮すること。 

(3) 観光産業が地域経済のあらゆる分野に効果をもたらす総合産業であるとの認識の下に、産業の分

野を超えて町民が一体となって楽しみながらまちづくりを進めること。 

（町の責務） 

第３条 町は、前条に規定する基本理念にのっとり、町民と連携協力して観光立町の実現に関する施策

を総合的に策定し、及び実施しなければならない。 

２ 町は、前項の施策を実施するに当たっては、その効果的な実施を図るため国及び他の地方公共団

体との連携協力に努めるものとする。 

（町民の役割） 

第４条 町民は、第２条に規定する基本理念にのっとり、観光立町の意義に対する理解を深めるととも

に、町が実施する観光立町の実現に関する施策に協力するよう努めるものとする。 

（財政上の措置） 

第５条 町は、観光立町の実現に関する施策を実施するために必要な財政上の措置を講じなければなら

ない。 



（年次報告） 

第６条 町長は、毎年、観光立町の実現に関して講じた施策の実施状況について、議会に報告しなけれ

ばならない。 

（観光立町推進計画） 

第７条 町長は、観光立町の実現に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、高森町観光立町

推進計画（以下「推進計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 推進計画には、次に掲げる事項を定めるものとする。 

(1) 観光立町の実現に関する施策についての基本的な方針 

(2) 観光立町の実現に関する目標 

(3) 観光立町の実現に関し、町が総合的かつ計画的に講ずべき措置 

３ 町長は、推進計画を定めようとするときは、町民の意見を反映させるために必要な措置を講ずる

とともに、第１９条に規定する高森町観光立町推進会議の意見を聴かなければならない。 

４ 町長は、推進計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。 

５ 町長は、毎年、推進計画の実施状況について、第１９条に規定する高森町観光立町推進会議に報

告しなければならない。 

６ 第３項及び第４項の規定は、推進計画の変更について準用する。 

第２章 基本的施策 

第１節 競争力の高い選ばれる観光地の形成 

（選ばれる観光地の形成） 

第８条 町は、競争力の高い選ばれる観光地の形成を図るため、次に掲げる事項について、重点的に施

策を講ずるものとする。 

(1) 魅力ある食文化の形成 

(2) 湧水、景観及び史跡を活用した観光拠点の整備 

(3) 観光旅行者との交流及び地域特産物の販売のための施設整備 

（新たな観光旅行の分野の開拓） 

第９条 町は、新たな観光旅行の分野の開拓を図るため、自然体験活動、農林水産業に関する体験活動等

を目的とする観光旅行、健康の増進、癒しを目的とする観光旅行その他多様な観光旅行の形態の

普及等に必要な施策を講ずるものとする。 

（景観の保全） 

第１０条 町は、本町の優れた観光資源である景観の保全を図るため、屋外広告物に関する制限等に必

要な施策を講ずるものとする。 

第２節 観光事業の競争力の強化と人材の育成 

（観光事業者等による取組みの促進） 

第１１条 町は、観光に関する事業を営む者（以下「観光事業者」という。）その他の関係者による観

光立町の実現に向けた取組みを促進するため、観光事業者等の連携の推進、観光事業者等に

よる組織作り、当該組織の効果的な運営等に必要な施策を講ずるものとする。 

（接遇の向上） 

第１２条 町は、観光旅行者に対する接遇の向上を図るため、接遇に関する教育の機会の提供、観光資

源の紹介の強化等に必要な施策を講ずるものとする。 

（人材の育成） 

第１３条 町は、観光立町の実現に寄与する多様な人材の育成を図るため、観光に関する事業に従事す

る者その他の関係者の知識及び能力の向上等に必要な施策を講ずるものとする。 

第３節 観光旅行の促進のための環境の整備 

（広報宣伝活動） 

第１４条 町は、多様な目的を有する観光旅行者の来訪の促進を図るため、情報通信技術を活用した観

光に関する広報宣伝活動及び情報の提供等に必要な施策を講ずるものとする。 

（国際観光の振興） 

第１５条 町は、外国人観光旅客の来訪の促進を図るため、海外の観光事業者等に対する情報の提供、

外国語による観光案内設備の整備、外国人観光旅客の受入れ体制の整備等に必要な施策を講

ずるものとする。 

（利便性の増進） 

第１６条 町は、観光旅行者の利便の増進を図るため、高齢者、障害者その他特に配慮を要する観光旅

行者が円滑に利用できる旅行関連施設及び公共施設の整備並びにこれらの利便性の向上等に

必要な施策を講ずるものとする。 

（観光旅行の安全の確保） 

第１７条 町は、観光旅行の安全の確保を図るため、災害等の発生状況に関する情報の提供、観光旅行



における事故の発生の防止等に必要な施策を講ずるものとする。 

（町民の理解を深めるための措置） 

第１８条 町は、観光立町の意義に対する町民の理解を深め、町民の観光立町に対する意識の高揚を図

るため、町民に対する広報、情報提供等を行うものとする。 

第３章 高森町観光立町推進会議 

（推進会議の設置） 

第１９条 町長の諮問に応じ、観光立町の実現に関する重要事項について調査審議するため、高森町観

光立町推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。 

２ 推進会議は、前項に規定する事項に関し、町長に意見を述べることができる。 

（組織等） 

第２０条 推進会議は、委員１０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、観光に関し識見を有する者のうちから町長が任命する。 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 

（会長等） 

第２１条 推進会議に、会長及び副会長１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。 

３ 会長は、会務を総理し、推進会議を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第２２条 推進会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 推進会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 推進会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（庶務） 

第２３条 推進会議に関する庶務は、政策推進課において行う。 

第４章 雑則 

（雑則） 

第２４条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、町長が定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 



内容・日時 詳細 

第 1 回 高森町観光立町計画推進会議 

令和６年７月２３日(火) 

・計画策定に関する概要説明 

・来訪者アンケート及び事業者ヒアリングの実施

について 

来訪者アンケート実施  

令和６年８月３日(土)～８月４日(日) 

・対面で実施、高森町に訪れる観光客の観光実

態、高森町観光施設の評価を施策へ反映 

事業者ヒアリング実施  

令和６年１０月１７日(木)～１１月１５日(金) 

・ＷＥＢ及び紙面により実施、事業所が抱える現

状の課題や今後必要だと考える取り組みを収集 

第２回 高森町観光立町計画推進会議 

令和６年１０月２４日(木) 

・骨子案の説明、来場者調査結果の説明 

第３回 高森町観光立町計画推進会議 

令和７年１月８日(水) 

・素案の説明、事業者調査結果の説明 

パブリックコメント 

令和７年●月●日（●）～●月●日（●） 

・パブリックコメントの実施 

第４回 高森町観光立町計画推進会議 

令和７年●月●日（●） 

 

氏  名 所属団体・役職等 備  考 

江藤 訓重 阿蘇地域振興デザインセンター 事務局長代行 会長 

後藤 巌 高森町議会 総務文教常任委員長 副会長 

久保 尭之 
専門学校イデアＩＴカレッジ阿蘇 地域観光デザイン学科 学科長 

尚絅大学 非常勤講師 
 

田上 清勝 阿蘇農業協同組合高森中央支所 支所長  

津留 恒誉 南阿蘇鉄道株式会社 社長  

甲斐 和子 高森町商工会 女性部長  

谷川 大樹 高森町商工会 青年部長  

染田 麻弓子 高森観光推進機構 事務局長  

芹口 孝直 高森町農林政策課 課長   


